
第１３章 附属図書館

第１節 そのあゆみと現在の状況

第１項 組織と運営

�１ 大学図書館をめぐる環境の変化と附属図書館

１９７９年から１９９８年までの２０年間は、大学図書館をめぐる環境が大きく変化した時期

であるといえる。それは図書館業務の電算化に始まり、学術情報センターを中心とす

る目録・ILL（図書館相互利用）業務のネットワーク化、CD―ROM資料の増大、イン

ターネットの爆発的な発展を背景とした電子図書館化の動きである。さらに、生涯学
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習の場としての大学図書館の地域社会・市民への公開も時代の要請であり、このよう

な変化の中で千葉大学附属図書館も、組織・施設の整備、資料の充実、サービスの拡

大を進めており、現在もなおその途上にある。

�２ 組織・運営

ａ．事務組織の整備

１９７３年４月、本館に事務部制が敷かれ、附属図書館は２課５係（整理課―総務係、

受入係、整理係、閲覧課―運用係、参考調査係）となった。その後、１９７７年４月、閲

覧課に主として雑誌に関する業務を行う学術情報係が設置され、１９８３年４月には研究

用図書、貴重図書、特殊資料等の閲覧・管理等、旧館部分の研究用図書館としての機

能を発揮させるべく運用第二係が設置された。また、１９８４年１月、整理課に図書館専

門員が配置された。

１９８６年４月には、図書館業務の電算化に対応するため事務組織の変更が行われ（表

２―１３―１）、電子計算機関係と雑誌の受付関係の業務を担当する係として情報管理係

が新たにスタートした。

１９８８年４月、国立大学附属図書館の事務組織を情報センターとしての役割と機能を

遂行するにふさわしい組織に改善することをめざし、全国の国立大学のうち事務部制

を設置している附属図書館において、整理課は情報管理課に、閲覧課は情報サービス

課にそれぞれ改称された。

このように、附属図書館は学術情報の流通を中心とした時代の急激な変化に対応す

べく、事務組織の整備に積極的に取り組み、合理的、効率的な管理・運営、組織の整

図２―１３―１ 事務組織の変更（１９８６年４月１日）
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備・充実につとめてきた。現在の附属図書館の事務組織を図２―１３―２に示す。なお、

１９９７年７月、千葉大学事務組織再編等検討委員会が設置され、図書系専門部会におい

て、学内の学術情報関係部局の統合等について検討が行われた。

ｂ．附属図書館運営委員会等の活動状況

１９５３年９月に学長の諮問機関として設置された附属図書館運営委員会は、１９６３年６

月に規程の改正が行われ、附属図書館長の諮問機関としても位置づけられ、実際的な

審議機関となった。さらに、１９９６年４月、委員構成の見直しが行われ、新たに総合情

報処理センター長が職指定とされたほか、大学院社会文化科学研究科、大学院自然科

学研究科、留学生センター、外国語センター、環境リモートセンシング研究センター

からも委員が推薦されることとなった。

このほか、１９７０年には全学的に利用しうる学習、調査および研究の基本となる図書

資料の選定を行う共通基本図書選定委員会、１９９４年には普遍教育等の図書等の整備計

画に関し審議する普遍教育等図書専門委員会および選書ワーキンググループが設置さ

れ、また１９９８年には千葉大学電子図書館の構築を推進する電子図書館推進委員会、外

国雑誌の購読、予算、利用環境等に関し検討する外国雑誌検討委員会が新たに設置さ

れた。

一方、亥鼻分館では運営委員会、電子メディア運用委員会、将来計画検討専門委員

図２―１３―２ 組 織（１９９８年４月１日現在）

図書館専門員

総務係長

情報管理課長 資料受入係長

目録情報係長

附属図書館長 事務部長
情報管理係長

閲覧係長

情報サービス課長 学術資料係長

参考調査係長

総務係長

亥鼻分館長 事務長 目録情報係長

学術資料係長

園芸学部分館長 図書係長

第１３章 附属図書館

８５１

---E 



会、展示専門委員会を設置し、分館固有の事項について審議・検討している。また、

園芸学部分館には図書委員会が設置されている。

�３ 自己点検・評価の実施

ａ．附属図書館自己点検・評価委員会の活動

１９９２年９月、「千葉大学自己点検・評価に関する要綱」の方針にそって、附属図書

館長、亥鼻分館長、園芸学部分館長および運営委員会から選出された５名の委員、な

らびに事務部から構成される千葉大学附属図書館自己点検・評価委員会が設置され、

あわせて亥鼻分館自己点検・評価委員会も設置された。１９９４年３月、『情報化時代と

千葉大学附属図書館～２１世紀への新たな飛躍を目指して～』が刊行された。その内容

は図書館全体の点検・評価を総括し、当面する課題を中心にまとめた「総説」の部分

と、利用者サービスや管理・運営の各事項について具体的に点検・評価した「点検・

評価表」の部分からなっている。この報告書では、本館、亥鼻分館、園芸学部分館の

当面する課題として、�１施設整備（亥鼻分館の新営、本館の増築等）、�２電算システ

ムの充実と情報ネットワークの活用、�３学術資料の収集提供機能の維持強化、�４事務

機構の整備、�５財政の健全化、�６生涯学習や国際化への対応、地域社会との連携があ

げられ、その改善策が具体的に指摘されていることから、以後の改革はこの報告書で

示した方向で進められた。

なお、園芸学部分館においては園芸学部自己点検・評価委員会がこの任にあたって

いる。

ｂ．第三者評価の実施

図書館業務のうち特にサービスの改善・改革への取り組みを一層推進するため、本

館では第三者評価を実施することとし、１９９６年１月、大学関係者、公共図書館関係

者、図書館学の研究者、国立大学教員に委員を委嘱し、附属図書館第三者評価委員会

を開催した。同委員会においては、�１広報活動、�２閲覧利用、�３図書館資料、�４情報

提供サービス、�５学内外との相互利用・相互協力の５項目について評価を行い、その

結果は『千葉大学附属図書館第三者評価報告書』として１９９６年３月に刊行した。

ｃ．相 互 評 価

１９９７年４月、大学基準協会の基準にもとづく点検評価をとりまとめた。１９９８年３

月、大学基準協会から相互評価結果が示され、附属図書館については座席数について
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指摘がありその改善が課題となっている。

第２項 施設の整備

�１ 本 館

ａ．新館の竣工

旧館は１９６８年４月に

新営されたが、その後

の学生、研究者の急

増、蔵書の著しい増加

にともない次第に施設

が手狭になったため、

１９７７年から新館増築お

よび旧館の改修の検討

が始められた。１９７８年

７月、附属図書館運営

委員会のもとに本館増

築計画委員会を設置し

具体案の作成に入り、翌年５月には同委員会での意見をもとに事務部で「増築基本方

針案」を作成、この案をもとに施設部と協議し、「事務部原案」を策定、１９７９年１０月

開催の附属図書館運営委員会に提出し承認を得た。

増築に関する基本構想としては、学生のための学習図書館的色彩が強かった従来の

建物（旧館）に今回の増築部分（新館）を加えることによって、研究者のための研究

図書館的機能を大幅に拡充することにあった。１９８０年３月着工、１９８１年２月、鉄筋コ

ンクリート４階建て延べ５，１７０m２の新館が竣工、夏季休業期間中に旧館から図書等の

移転作業を行い、８月下旬移転を完了、９月１日に開館した。

ｂ．旧館の改修

新館の建築とあわせて、旧館の改修工事が行われ１９８２年４月に旧館は装いを新たに

して開館した。旧館は研究図書館的機能を重視し、２階部分は和・洋雑誌と２次資料

を主とした閲覧室を配置し、文献検索および雑誌関係のレファレンスを担当する学術

情報係事務室、マイクロ資料室等が開設された。３階部分は、研究者の共同利用のた

写真２―１３―２
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めの研究用図書や特別な主題を

もったコレクションを配架する

研究用図書閲覧室や研究者閲覧

個室、グループ研究室、貴重書

庫等を設け研究の便をはかっ

た。

�２ 新亥鼻分館

亥鼻分館の旧建物は、１９７１年

に附属図書館医 学 部 分 館

（１，１２８m２）として建築された。１９７８年に医学部分館は、医学部、同附属病院、看護

学部および生物活性研究所（現真菌医学研究センター）の４部局の複合分館として、

亥鼻分館に改組されたが、施設はそのままであった。１９８１年、医学部旧基礎研究棟が

合同校舎として改修された際、その一部（１，８５４m２）を仮書庫に転用することとした

が、その後、利用者数や資料の急激な増加、情報環境の変化等にともない図書館とし

ての機能に多くの問題が生じてきた。これらの問題の解決のため、新営に関する基本

方針として、医学、生命科学、看護学およびその周辺領域の教育研究を支援し、国際

化への対応、また地域医療への支援、ならびに展示・博物館機能をあわせもつ「ヘル

スサイエンス情報図書館構想」が生まれた。亥鼻地区の図書館の新営については、亥

鼻分館発足当初からの悲願であり、毎年新営工事の概算要求が行われてきたが、１９９５

年度の概算要求でようやく認められ、１９９５年８月着工、１９９６年７月に３，７８４m２の建物

が竣工した。そして９月に移転を完了、１１月２７日に開館した。

�３ 園芸学部分館

園芸学部分館は、１９６３年４月

に新営され、その後、書庫の手

狭さなどから増築と内部改装を

検討していたが、１９８３年３月に

増築部分が完成し、同年４月か

ら業務を開始した。増築部分は

５６０m２で旧館（４４４m２）とあわ

せて１，００４m２となり、１階に新

写真２―１３―３
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着雑誌とバックナンバーを配架し、主として研究者の便をはかり、２階に図書を配架

して学生の利用に供している。

�４ 千葉大学の鐘（やよいの鐘）

新館の塔屋（地上２７m）の千葉大学の鐘（やよいの鐘）は、千葉大学創立３０周年記

念事業の一環として、本学のシンボルとなるように意図してつくられたものである。

新館が完成した翌年の１９８２年３月５日に除幕式が行われた。この鐘は直径１．２m、高

さ１．２m、重量１，１５０kgの青銅製であり、鐘の上部にはラテン語で“AD ALTIORA

SEMPER UNIVERSITAS CHIBA”（常に一層高きものへ 千葉大学）と記されている。

第３項 資料の充実

�１ 蔵書数の推移と蔵書構成

新制大学として創設されて間もない１９４９年当時の附属図書館の蔵書冊数は約

１６４，０００冊（教育、医学、薬学、工学、園芸の各分館を含む）であったが、その後毎

年約３万冊ずつ増加し、１９８８年１月１３日には１００万冊の大台をこえた。この時点で１００

万冊を超える国立大学は、東京大学の５９０万冊を筆頭に１５大学あり、千葉大学は１６番

目であった。また、１００万冊目の図書は、『皇居―宮殿の絵画―』（ぎょうせい発行）

であった。各年度ごとの蔵書冊数、１９９８年３月末の蔵書構成および雑誌所蔵タイトル

数はそれぞれ表２―１３―１、表２―１３―２、表２―１３―３のとおりである。

表２―１３―１ 蔵 書 数（１９７８～１９９７年度）

年度
本 館 亥鼻分館 園芸学部分館 和洋別合計

合 計
和 洋 和 洋 和 洋 和 洋

１９７８２８０，７４７１４３，３０４ ８３，３０１ ９６，２２９ ３１，１０９ １１，８１０３９５，１５７２５１，３４３ ６４６，５００

１９７９３００，７６８１５７，６１０ ８５，４８０ ９９，１０２ ３２，４９７ １２，３９７４１８，７４５２６９，１０９ ６８７，８５４

１９８０３２１，１７４１６８，５８３ ８８，３７１１０２，０２０ ３４，０８７ １３，１１８４４３，６３２２８３，７２１ ７２７，３５３

１９８１３４３，６０４１８０，０６３ ９０，１１８１０３，６２９ ３５，８４３ １３，７１４４６９，５６５２９７，４０６ ７６６，９７１

１９８２３７２，８７２１９２，６００ ９２，４２１１０６，７４４ ３７，８３９ １４，５０１５０３，１３２３１３，８４５ ８１６，９７７

１９８３３９２，９５７２０４，１２１ ９４，４９６１０９，１７２ ３９，６３４ １５，２９４５２７，０８７３２８，５８７ ８５５，６７４

１９８４４１４，６３９２２０，２８２ ９７，４５２１１２，４１０ ４１，２６６ １５，８６３５５３，３５７３４８，５５５ ９０１，９１２

１９８５４３０，５８２２３２，６０７１０１，８８５１１５，８１６ ４２，３６７ １６，４１６５７４，８３４３６４，８３９ ９３９，６７３

１９８６４５１，７３３２４５，４８１１０４，６８４１１８，９６０ ４３，６２１ １７，０２４６００，０３８３８１，４６５ ９８１，５０３

１９８７４７５，３６１２６１，３３５１０７，７１９１２２，１８２ ４５，１８７ １７，８３７６２８，２６７４０１，３５４１，０２９，６２１

１９８８４９１，８４２２７５，２３２１１０，７０３１２５，１８９ ４８，１８２ １８，９９６６５０，７２７４１９，４１７１，０７０，１４４
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�２ 図書資料の充実

附属図書館の資料は、�１共通基本図書・参考図書、�２普遍教育のための資料、�３学

部等における専門教育のための資料、�４教員の研究用資料、�５留学生のための資料等

に大別することができる。それぞれについて、委員会や教員により選定が行われ、資

料の充実がはかられてきた。全学的に利用できる学習・研究の基本資料を整備するた

めの「共通基本図書・参考図書」の経費は、１９７０年度に当時の運営委員会の努力によ

り予算化されたもので、共通基本図書選定委員会が選定にあたっている。なお、今後

の学内資料の整備にあたって、さらなる有効活用について検討されているところであ

表２―１３―２ 蔵書数（分野別）１９９８年３月３１日現在

分 野 和 洋 計 割 合（％）

総記 ５１，９７５ ４０，３８２ ９２，３５７ ６．７

哲学 ４３，８３８ ２５，９８４ ６９，８２２ ５．１

歴史 ６２，３５４ １８，７０１ ８１，０５５ ５．９

社会科学 １９２，６２３ ７１，９５７ ２６４，５８０ １９．１

自然科学 ２３６，７１２ ２６２，７５８ ４９９，４７０ ３６．１

工学 ７０，５２２ ３２，１８６ １０２，７０８ ７．４

産業 ４４，９２３ １３，５５８ ５８，４８１ ４．２

芸術 ４４，２４１ １６，９１５ ６１，１５６ ４．４

語学 ２９，７６４ １９，００５ ４８，７６９ ３．５

文学 ６７，２０１ ３８，４３６ １０５，６３７ ７．６

合 計 ８４４，１５３ ５３９，８８２ １，３８４，０３５ １００．０

表２―１３―３ 雑誌所蔵タイトル数（１９９８年３月３１日現在）

本 館 亥鼻分館 園芸学部分館 合 計

和雑誌 ７，４１６種 １，８１０種 １，５０７種 １０，７３３種

洋雑誌 ５，４４１種 ２，７４２種 ５９０種 ８，７７３種

合 計 １２，８５７種 ４，５５２種 ２，０９７種 １９，５０６種

１９８９５１２，３２８２９０，８５２１１３，１４４１２７，８２５ ５０，７２７ ２０，１３３６７６，１９９４３８，８１０１，１１５，００９

１９９０５３１，８５１３０３，４５８１１５，７４９１３０，６７５ ５２，６６８ ２０，７９６７００，２６８４５４，９２９１，１５５，１９７

１９９１５４８，９６０３１３，２６５１１８，５１９１３３，１９５ ５４，１７７ ２１，２２９７２１，６５６４６７，６８９１，１８９，３４５

１９９２５６５，３７４３２４，００６１２０，６５２１３５，９２２ ５５，６２５ ２２，００５７４１，６５１４８１，９３３１，２２３，５８４

１９９３５８０，１００３３３，７６６１２３，７３５１３８，８７９ ５６，６４８ ２２，６８３７６０，４８３４９５，３２８１，２５５，８１１

１９９４５９３，２９１３４１，３６０１２７，６１１１４１，５７７ ６０，３２９ ２４，４１６７８１，２３１５０７，３５３１，２８８，５８４

１９９５６１３，１７１３５０，６１９１３０，８３７１４４，７３２ ６１，９４７ ２５，０１９８０５，９５５５２０，３７０１，３２６，３２５

１９９６６２８，１５３３５６，７８１１３３，３８４１４７，１７４ ６３，６２８ ２５，３５６８２５，１６５５２９，３１１１，３５４，４７６

１９９７６４２，９５６３６４，５７４１３６，０８５１４９，４０２ ６５，１１２ ２５，９０６８４４，１５３５３９，８８２１，３８４，０３５
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る。学習図書の充実を意図する普遍教育のための資料の収集・選定については、１９９４

年度に千葉大学教育委員会のもとに設置された普遍教育等図書専門委員会の下部組織

である選書ワーキンググループが担当することとなった。これは、千葉大学の教育改

革にともなう教養部の廃止（１９９４年３月）、普遍教育の導入（１９９４年４月）にともな

う措置であり、「幅広く深い教養」、「総合的な判断力」、「豊かな人間性の育成」とい

う普遍教育の基本的理念にそった資料の選定を行うこととなっている。また、学術図

書の充実を目的とする学部等における「専門教育のための資料」や「教員の研究用資

料」については、文部省が全国の国立大学に配分する学生用図書購入費、特別図書購

入費（大型コレクション、人文・社会系特別図書）等により充実をはかっている。

�３ 留学生用図書の整備

千葉大学には多くの外国人留学生が在籍している（１９９８年５月１日現在５８９名）。こ

れら留学生の専門教育の学習に資する基礎的図書を収集・整備し、教育・研究を支援

するため、１９９０年度から学内措置による整備が始まり、１９９７年度からは文部省への予

算要求も行っている。また、１９９５年度には千葉大学短期留学国際プログラム（J―

PAC）のための資料の整備を行い、今後は電子情報利用環境の整備も計画してい

る。なお、図書は全て本館２階、留学生用図書コーナーに集中配架している。

�４ 電子的情報資料

近年の電子的情報資料の増大に対処するため、文部省では１９９２年度から図書館高度

化設備費として電子的情報資料購入費を予算化し、CD―ROM等の充実をはかること

となった。本学図書館においても、数次にわたりこの予算の配分を受け、各種のCD―

ROM資料の整備を行っている。

第４項 電算化と学術情報サービス

�１ 図書館業務の電算化の経緯

附属図書館の電算化は、１９７９年中型コンピュータの導入により進められたが、雑誌

関係業務から始まり、１９８１年には学内雑誌の所蔵のオンライン検索が可能となった。

その後、学術情報センターを中心とする国立大学図書館を核とした全国総合目録の共

同作成が開始され、１９８７年附属図書館も学術情報センターと接続し参加館となった。

なお、この間１９８１年６月には雑誌管理業務の電算化による改善により、「昭和５６年度
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国立大学図書館協議会賞」を受賞している。

�２ 附属図書館情報システム（CULIS）の構築

業務の電算化を進める一方、附属図書館では当時の工学部電子工学科池田研究室、

池田宏明助教授、檜垣泰彦助手の協力により蔵書検索システムの構築に着手した。ま

ず、１９８６年３月に情報処理センターに雑誌検索システム（LISIC）を構築し、研究室

端末から附属図書館所蔵雑誌の検索が可能となった。次に、１９８９年１０月には同じく池

田研究室（工学部電気電子工学科）により、図書検索システム（LISICB）が開発さ

れ、雑誌同様図書についても研究室端末からの検索が可能となった。そして、１９９４年

４月には千葉大学附属図書館情報システム（CULIS : Chiba University Library In-

表２―１３―４ 電算化の経緯

１９７９年１月 図書館用の中型コンピュータを導入。NEACシステム２００。メモリ２８８KB、
ディスク容量３００MB、カナ、英数字のみ。

４月 コンピュータによる図書貸出業務を開始。

９月 コンピュータによる雑誌業務（予約等バッチ処理）を開始。

１９８０年１月 コンピュータによるオンライン雑誌受付業務を開始。

１９８１年１１月 コンピュータによる学内雑誌オンライン検索システムを開始。

１９８２年３月 亥鼻分館に端末装置を設置。

４月 コンピュータよる図書受入、予算管理業務を開始。

１９８６年３月 NECシステム１５０／８８VSを導入。メモリ６MB、ディスク容量１GB。日本語
処理が可能となりコンピュータによる目録業務を開始。

１９８７年３月 学術情報センターのコンピュータとの接続（DDXパケット交換網）が完了
し、目録情報サービスが可能となった。

４月 亥鼻分館および園芸学部分館において、コンピュータによる図書貸出業務と
雑誌受付業務を開始。

１９８８年３月 総合情報処理センターの学内ネットワーク経由で亥鼻・園芸学部分館が学術
情報センターと接続された。

１９９０年９月 NECシステム３１００／A７０を導入。メモリ１６MB、ディスク容量２．２GB。図書館
パッケージLICS／U、端末２４台。

１９９３年２月 NEC ACOSシステム６３０／Cを導入。メモリ３２MB、ディスク容量２０．８GB。図
書館パッケージALIS、端末３７台。

１９９４年４月 本館で全国国立大学附属図書館に先駆けてホームページを公開。

１９９６年３月 亥鼻分館にCD–ROMサーバシステム（OVID Net）を導入。

１９９７年２月 NEC Express５８００／１６０PROをデータベースサーバするクライアントサーバ
システムを導入。メモリ３８４MB、ディスク容量２８GB。図書館パッケージ
LICSU／２１、サーバ機６台、端末５４台。サーバにWindows―NT、クライアン
トにWindows９５を使用。データベースエンジンはOracle、検索キー作成は
Happinessを採用。

３月 本館にCD―ROMサーバシステム（NSCD Net）を導入。

１９９８年２月 千葉大学電子図書館実験ホームページを開設。
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formation System）を構築し、全国国立大学附属図書館に先がけてウェッブサイト

（URL : http：／／www.ll.chiba–u.ac.jp／）を公開した。このシステムはワークステーシ

ョンNEC EWS４８００／３３０をサーバとして、図書館から情報発信を行うシステムで、学

内LANやインターネットに接続したパソコン等からアクセスすることができ、図書

館の蔵書検索だけでなく、図書館からのお知らせ、利用案内、図書館報等の情報のほ

か、外部情報のナビゲーションを提供している。

�３ 学術情報サービスの変化

近年の情報技術の進展は、図書館サービスのあり方にも影響を与え、従来よりの紙

媒体資料の提供に加えて、データベース検索システムやネットワークを利用したCD―

ROMの検索システムについても新しい形の情報サービスとして整備が進められてい

る。

ａ．オンライン情報検索

本館では、１９７９年１月に東京大学大型計算機センターが提供するTOOL―IRのサー

ビスを開始し、さらに、１９８０年１月からはJICST（日本科学技術情報センター、現在

は科学技術振興事業団）が提供するJOISによるサービスを開始した。さらに１９８６年

４月からはアメリカのDIALOG Information Service社のDIALOGと筑波大学学術情

報処理センターのUTOPIAのシステムを加えサービスの充実をはかった。その後

１９８７年４月からNACSIS―IR（学術情報センター）、国文学研究資料館データベース検

索システムを加え、現在にいたっている。

亥鼻分館ではよりはやく１９７８年９月にJOISによるサービスを開始している。

ｂ．CD―ROMデータベースサービス

オンライン情報検索に加えて、本館ではCD―ROMデータベースサービスを１９８８年

４月より開始した。最初に導入した資料は、『人物情報（現代日本科学技術大事典・

現代日本執筆者名大事典）』と『朝日新聞記事』の２点である。その後、PsycLit、

ERIC、『世界大百科事典』等の資料を加え、１９９８年現在、本館では約４５タイトルの

CD―ROMを 所 蔵 し て い る。１９９７年６月 か ら はWindowsNT版CD―ROMサ ー バ

（NSCD Netシステム）を導入し、ネットワークによるサービスを開始した。図書館

のホームページからサーバにアクセスすることによって、CA on CDやOxford English

Dictionary、『広辞苑』等をネットワークを通じて利用することが可能になった。ま
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た、亥鼻分館でも１９９０年１月より、MEDLINEによる検索サービスを開始し、１９９６年

３月にはCD―ROMサーバ（OVID Netシステム）を導入、学内LANによるサービス

を開始した。園芸学部分館では１９９４年よりスタンドアロンの形でAGRIS、HortCD等

を提供している。

ｃ．電子図書館への取り組み

附属図書館では、１９９７年５月に電子図書館検討ワーキンググループを設置して、電

子図書館化について検討を開始し、１９９８年３月、『千葉大学電子図書館の構築とその

実現に向けて―平成９年度報告―』を取りまとめた。具体的な取り組みとして１９９８年

２月に「千葉大学電子図書館実験ホームページ」をたち上げ、以下のような実験や準

備を行った。

・大学院自然科学研究科博士論文の電子化

・田中文庫の科学研究費補助金研究成果公開促進費〈データベース〉申請およびデ

モ版「主の祈り」のホームページ上での提供

・ゐのはな古医書コレクションのデータベース化

・学術情報センターからデータベース（５種類）の受領および検索システムの設計

第５項 利用者サービス

�１ 開 館 時 間

附属図書館のサービスのあり方については附属図書館運営委員会および附属図書館

自己点検・評価委員会における審議や利用者からの意見（「図書館の利用に関するア

ンケート調査結果報告書（１９９６年２月刊行）」等参照）をもとに検討をすすめてき

た。開館時間の問題はその重要な課題の１つであり、「アンケート調査」によれば、

開館時間の延長や日曜開館を望む声が多く、本館では１９９６年４月から開館時間をそれ

までの９：００～２０：００から９：００～２１：４５（平日）に延長し、あわせて日曜開館

（１２：３０～１８：００）を実施した。また、週休２日制移行以後の土曜開館については、

本館（１２：３０～１８：００）、亥鼻分館（１３：００～１７：００）ともに当初から対応している

が、園芸学部分館（１２：３０～１６：３０）は１９９５年９月から実施している。

なお、利用者サービスの一環として、亥鼻分館では１９８０年５月より閉館時に図書館

を利用できる特別利用サービスを開始し、また、本館でも１９８２年４月より旧館部分に

おいて同様のサービスを開始した。
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�２ 利用の推移

過去２０年間における入館者数、図書の館外貸出冊数および文献複写件数は、それぞ

れ表２―１３―５、表２―１３―６、表２―１３―７のとおりである。

�３ サービスの自動化

利用者サービスの拡大と業務の省力化をはかるために、附属図書館では、本館、分

館において各種のシステムを順次導入している。まず、ブックディテクションシステ

ムは、本館では１９８９年４月より、亥鼻分館では１９９６年１１月より、園芸学部分館では

１９９８年４月よりそれぞれ運用を開始した。また、自動入館システムは、本館では１９９７

表２―１３―５ 入館者数（＊は推定数）

年 度 １９７８ １９８０ １９８５ １９９０ １９９５ １９９６ １９９７

本 館 ３６７，７２２ ４５８，５８１ ５８０，８９３ ５４１，９２９ ６３７，６１５ ６６５，６４２ ５８２，５３２

亥 鼻 分 館 ＊２９，４００ ＊５６，９００ ５３，９２２ １１５，０７５ １１６，８６７ ７７，２０４ ８６，８９３

園芸学部分館 ２２，２２２ ２８，２４７ ５４，５９０ １０４，８５０ １２７，２８１ １２８，１５４ １２６，４３５

合 計 ＊４１９，３４４＊５４３，７２８ ６８９，４０５ ７６１，８５４ ８８１，７６３ ８７１，０００ ７９５，８６０

表２―１３―６ 館外貸出冊数

年 度 １９７８ １９８０ １９８５ １９９０ １９９５ １９９６ １９９７

本 館 ５７，５３０ ７６，６５８ ８７，４０３ ９８，５０９ １１５，１１２ １１５，４６２ １１５，８９２

亥 鼻 分 館 ８，７８１ １２，５１８ １４，１２４ １１，８２６ ９，９６９ ７，７８５ １３，９９０

園芸学部分館 ６，４９６ ９，１２９ １１，１０６ ５，４１６ ６，９０９ ７，３１４ ７，３５２

合 計 ７２，８０７ ９８，３０５ １１２，６３３ １１５，７５１ １３１，９９０ １３０，５６１ １３７，２３４

表２―１３―７ 文献複写受託・依頼件数

年度
本 館 亥鼻分館 園芸学部分館 合 計

受 託 依 頼 受 託 依 頼 受 託 依 頼 受 託 依 頼

１９７８ ３２５ ４１９ ２，０７８ １，２００ ５０ ７９ ２，４５３ １，６９８

１９８０ ５２９ ７００ １，３２９ １，７２９ ２７０ ２４４ ２，１２８ ２，６７３

１９８５ １，４１２ ２，５５９ ３，６０３ ２，６０９ ３２５ ４２２ ５，３４０ ５，５９０

１９９０ １，９２６ ２，７１７ ４，８６７ １，７３６ ４１１ ７０１ ７，２０４ ５，１５４

１９９５ ４，６２６ １，８４４ ６，０３６ ３，６３４ ６９５ １，０７３ １１，３５７ ６，５５１

１９９６ ４，５８５ ２，２５５ ２，１９５ ３，６８７ ８６８ １，１６１ ７，６４８ ７，１０３

１９９７ ４，８４３ ３，１１８ ６，１９２ ４，５９１ ９８８ １，４１９ １２，０２３ ９，１２８

※亥鼻分館の１９９６年度には新館への移転および開館にともなう準備のための完全閉館
（１９９６．９．７～９．２３、１１．１８～１１．２６）、部 分 閉 館（８．１０～９．６、９．２４～
１１．１７）がある。
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年４月より、亥鼻分館では１９９８年１月より運用を開始した。さらに、図書自動貸出返

却システムを本館、亥鼻分館において１９９８年４月より稼働させ新しい利用者サービス

の拡大をはかっている。

�４ 生涯学習への対応

ａ．一般市民への公開

現在の生涯学習社会においては、大学の地域社会への協力や教育研究機能の市民へ

の公開が強く求められている。国立大学図書館協議会が１９８６年９月に報告した「国立

大学図書館における公開サービスに関する当面の方策について」では可能な限り大学

図書館の一般市民への公開が提言されているが、附属図書館でも、この趣旨にそっ

て、図書館の公開に関する委員会を設置して審議をかさね『千葉大学附属図書館の一

般市民利用要領』を作成し、１９９０年４月から実施した。

実施後における、一般市民利用者数の推移は表２―１３―８のとおりである。

ｂ．地域社会への協力

一般市民への図書館の公開をはじめとして、図書館と地域社会とのつながりは強く

なりつつあるが、１９９６年１１月より本館新館エントランスホール脇に「地域交流コーナ

ー」を設置し、「けやき倶楽部」や千葉大学公開講座受講者等の地域住民に交流の場

を提供している。また、１９９４年１月に設立された、千葉市図書館情報ネットワーク協

議会に加盟し、地域における図書館等との連携・協力につとめている。

亥鼻分館においても、千葉県内の医療機関従事者に対し情報提供等の支援をするた

めに３階に「地域医療サービスコーナー」を設けている。

表２―１３―８ 一般市民利用者数

年 度 １９９０ １９９１ １９９２ １９９３ １９９４ １９９５ １９９６ １９９７

本 館 ６３９ ７３７ ６４９ １，０９６ １，８７５ ３，５２６ ４，６０８ ５，０６２

亥 鼻 分 館 ８４０ ８６３ ５８６ ６０４ ４２８ ５４４ ２７５ １５０

園芸学部分館 １８ ２１ ３６ ４０ ５４ ６７ １０６ ９８

合 計 １，４９７ １，６２１ １，２７１ １，７４０ ２，３５７ ４，１３７ ４，９８９ ５，３１０
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第６項 広 報 活 動

�１ 広 報

附属図書館では図書館の活動の内容を学内外へ周知することにより、より使いやす

い図書館とするために広報活動につとめてきた。冊子体で刊行されるものとしては

『千葉大学附属図書館報 図書館の本』（年３回刊行）があり教職員や学生に配布し

ている。また、利用案内については本館、亥鼻分館、園芸学部分館においてそれぞれ

刊行され主として学生に配布している。

本館においては、『附属図書館概要』（年刊）を刊行しているが、１９９６年に外国人留

学生や見学者のために英文の図書館概要CHIBA UNIVERSITY LIBRARYを刊行、

１９９８年には、教員が教育・研究を行うために必要な資料の購入手続き、図書館の提供

するサービス等を紹介した『千葉大学附属図書館本館利用案内―教員用―』を刊行し

た。

その他、１９８５年には『図書館で学ぶために（改訂版）』を、１９９５年には『千葉大学

教員の選んだ１００冊』を刊行している。

また、亥鼻分館では、『亥鼻分館ニュース』１号～７号（１９７８～８０）、『らいぶらり

いゐのはな』８号～２６号（１９８３～１９９１）を発行したが、以後休刊している。

�２ 資料展の開催

図書館資料を公開展示することにより、資料に対する関心を喚起し、理解を深める

ことを目的として、附属図書館では本館を中心として１９８６年以来ほぼ毎年資料展を開

催してきた。本館における主な展示内容と開催年月は次のとおりである。

「欧米人のみた日本―鉄砲伝来から明治維新まで―」（１９８６年１月～３月）

「江戸時代の縞模様―ストライプとチェックのデザイン」（１９８７年１０月）

「小池文庫の中から―山岳図書を中心に」（１９８８年１月～３月）

「日本近代科学の黎明―蘭学―東洋医学古書コレクションから」（１９９４年４月）

「アダム・スミスコレクション展」（１９９７年４月）

「図案からデザインへ―東京高等工芸学校蔵書と日本近代デザインの成立過程―」

（１９９８年１月～２月）

なお、亥鼻分館においては、東洋医学古書コレクションを中心に１９８８年度、１９９６年

度に展示会を開催したが、現在の新館が完成した１９９６年１１月からは、展示ホールにお
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いて亥鼻地区４部局（医学部、同附属病院、看護学部、真菌医学研究センター）がそ

れぞれのテーマごとに通年展示を行っている。

第２節 将来の構想と課題

現在、大学図書館をめぐる状況は大きく変化しており、情報環境の大きな変革の時

期にあって、図書館は現在を充実させると同時に、将来のあり方について検討するこ

とが求められている。特に、新しい高度情報化時代に対応したサービス、すなわち、

電子図書館的機能の充実や、そのようなサービスを可能にするための組織・施設の整

備が課題といえるだろう。また一方、伝統的な図書資料の収集・利用等についても十

分な検討を進め、利用者の要求に対応することも必要である。

第１項 事務組織の再編成と施設整備

�１ 事務組織の再編成

１９９７年７月、千葉大学は事務組織のあり方、事務運営の具体案について検討するた

め「千葉大学事務組織再編等検討委員会」およびその下に庶務系・経理系・学務系・

図書系・医学系の各専門部会を設置した。図書系専門部会においても４回の部会を開

催し、最終報告「附属図書館のあり方（１９９７年１０月）」を取りまとめた。その骨子

は、�１庶務系・経理系事務の事務局への集約、�２部局に分散している図書資料の集中

化、�３情報処理関係部局の再編成であるが、その後、各専門部会の報告をもとに「千

葉大学の事務処理体制の再編整備について（１９９８年１月）」がまとめられた。そのな

かで、附属図書館に関する部分は、�１図書および学内の学術情報関係部局事務を統合

することについて検討を続ける、�２将来、事務局に「学術情報部（仮称）」を設置す

る、�３亥鼻分館事務部を本館事務部へ集約するとあり、今後さらに検討が行われるこ

ととなっているが、適正な人員配置を行うことによって組織の活性化をはかることが

今後の課題である。なお、園芸学部分館については、園芸学部が西千葉地区に移転し

た場合は、本館に統合されることが図書系専門部会の検討の中で了承されている。

�２ 施 設 整 備

本館は１９６８年の新営以来、１９８１年の増築を経てすでに３０年を経過した。この間、蔵
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書冊数の増加にともない収蔵スペースは限界に近く、現在資料の再配置を含む現有ス

ペースの見直しが行われている。しかし、今後学内共同利用体制の整備にともなう資

料の集中化や新しい時代に対応した図書館サービスを展開していくためには、本館の

新営が不可欠であり、園芸学部の西千葉地区移転を踏まえた新館構想を検討する必要

がある。

第２項 電子図書館化の推進

�１ その背景と附属図書館の取り組み

１９９６年７月、学術審議会は「大学図書館における電子図書館的機能の充実・強化に

ついて（建議）」を取りまとめた。この中には、大学図書館に電子図書館的機能を整

備していくことが急務であり、その整備にあたっての基本的考え方および必要な方策

等について述べられている。文部省では現在、電子図書館システムの研究開発やモデ

ル的電子図書館の構築を進めている。第１節第４項�３ｃ．「電子図書館への取り組

み」でも述べたように、千葉大学附属図書館においても１９９７年度に「電子図書館検討

ワーキンググループ」を設置し、構築に関わる課題について検討を行ったが、１９９８年

４月、附属図書館運営委員会のもとに附属図書館電子図書館推進委員会を設置、電子

図書館に関する取り組みをさらに進めることとした。システムのコンセプトは先の電

子図書館検討ワーキンググループでの報告をもとに今後さらに検討することとなる

が、具体的には、所蔵資料目録情報の電子化、所蔵資料の電子化、電子化された資料

の収集、検索機能の高度化、電子サービスの拡大等が考えられ、それにともなって学

内情報基盤の整備や著作権処理、経費の確保等、今後検討すべき課題は多い。

�２ 所蔵資料目録情報の電子化

電子図書館化の基盤となる所蔵資料目録情報の電子化は最も重要な課題である。本

館には現在約４５万件の未入力データが残されているが、これらの目録データの遡及入

力は国立大学図書館協議会から配布を受けたCATP―Autoの活用により、１９９８年１０月

から入力システムの整備および入力を開始することになっており、本格的には１９９９年

から５年計画として進められることとなっている。
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第３項 資料の効率的収集と共同利用の促進

�１ 学内資料の収集体制の整備

ａ．共通基本図書購入費の考え方

共通基本図書購入費については、従来より継続資料等の購入について検討されてき

たが、１９９８年度において予算の執行、資料の選定方法等について大幅な見直しを行っ

た。すなわち、利用の少ない高額資料購入を中止し、代わりに全学共同利用の面から

必要と考えられるCD―ROM資料、コア外国雑誌、新規図書等を購入することとし、

また中止した資料の代替手段となるデータベースのオンライン検索利用料金を負担す

ることとした。

ｂ．外国雑誌検討委員会の設置

外国雑誌に関しての全学的なあり方、電子ジャーナル等の円滑な利用等について協

議することを主旨として、外国雑誌検討委員会を１９９８年５月に設置した。購入雑誌の

重複の解消、資料の図書館への集中化、高額資料の共同購入、コア雑誌の選定、電子

ジャーナルの導入等検討すべき課題は多いが、特に資料の効率的収集と共同利用の促

進は重要課題として取り組むことになっている。

ｃ．普遍教育図書選定体制の整備

第１節第３項�２「図書資料の充実」でも述べたが、普遍教育のための資料の収集・

選定については、普遍教育等図書専門委員会がその任にあたっている。今後、大学教

育委員会の専門教員集団との連携強化をはかり、より一層の体制の整備が必要であ

る。

�２ 学内資料の共同利用環境の整備

ａ．資料の集中化と共同利用

図書資料の共同利用を目的として、１９８２年に本館旧館２階に「数学系雑誌コーナ

ー」が設置され、教育学部、理学部、工学部、教養部で購読中の数学系雑誌計３０７タ

イトルが配架された。１９９８年には工学部応用化学科の化学系雑誌約８０タイトルの図書

館への集中配架が行われ、また、文学部、教育学部からの雑誌移送も検討されてお

り、今後も集中化に向けて働きかけを行う必要がある。
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ｂ．閉館時利用

１９８２年の「数学系雑誌コーナー」の設置と同時に旧館には閉館時入退館装置（当初

はホログラムカード方式、現在はキーカード方式）が設置され雑誌閲覧室の２４時間利

用が可能となった。しかし、今後の図書館への資料の集中化にともない予想される利

用者の増加に対処して、夜間入口の増設等利用環境の整備の必要がある。

�３ 今後のあり方

全国国立大学附属図書館の蔵書数等に関する統計（日本図書館協会、１９９５年度）に

よると、本学附属図書館は蔵書数で１６位、年間増加数で１４位、資料費で１２位である。

しかし、学生数の多さ（７位）のため、学生１人あたりの蔵書数は８２位、また学生１

人あたりの資料費は５９位、職員１人あたり学生数は９３位となっている。

全国有数の学生を抱える本学としては、学術図書、雑誌についてより一層の整備・

充実をはかり、また、共同利用の促進によって不必要な重複購入を避けるとともに安

定的な予算措置について検討、努力を重ねていく必要がある。そのために今後は、よ

り一層学内での資料収集体制を整備し、全学的見地からの予算の要求、執行、資料の

選定、蔵書構成等について検討を進めていくことが必要である。また、同時に今後ま

すます増えるであろう資料の集中化や共同利用に対処するために、閲覧、配架スペー

スの見直し、２４時間利用体制の整備等、利用環境についてさらに検討することも重要

な課題である。

第１３章 附属図書館
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